
東京ガスグループの環境に関わるデータから、主なものを抜粋し、最近５年間の推移を提示しています。
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都市ガスは、化石燃料の中で最も環境性に優れた
エネルギーである天然ガスを原料としており、
その大部分は液化天然ガス（LNG）をタンカー
で輸入しています。
また、LPG は熱量調整のために使用しています。

備考：熱・電力グループ間融通による二重計上分を除く。発電所は連
結ベースの発電所のみ対象

当社グループは、都市ガス製造工場、地域冷暖房、発電所などを運営し、都市ガス、熱、電力などを供給し
ています。これらの事業活動において使われるエネルギーを電力、都市ガス、重油等のその他燃料の種別ご
とに把握しています。これらエネルギー使用量については事業活動ごとに温暖化対策ガイドラインを設定し
て削減に努めています。2010 年度に ( 株 ) 扇島パワー（40.7 万 kW×2基）の発電所が営業運転を開始
したため、エネルギー使用量が増加しています。
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都市ガス製造工場で気化・熱量調整した都市ガス
を導管ネットワークを通じてお客さまへ供給して
います。都市ガスは、ガス体で消費地まで直接供
給できるので、製造・供給時のエネルギーロスが
極めて少なくなっています。

天然ガスを使用したコージェネレーションシステ
ムや吸収式冷凍機、ボイラ等を活用して蒸気や冷
温水などを製造しています。また、地域冷暖房を
運営し、熱源設備の一括管理による効率的運転や
未利用エネルギーの有効活用を図っています。

環境性に優れた天然ガスを燃料とし、世界最高水
準効率である最新鋭のガスタービンコンバインド
発電設備を採用して、環境負荷の少ない発電を行
うことで地球温暖化防止にも貢献しています。
2010 年度には ( 株 ) 扇島パワーの営業運転開始
により発電量が増加しました。

備考：発電所・地域冷暖房・地点熱供給における販売量。グループ間
融通を含む。発電所は連結ベースの発電所のみ対象

備考：地域冷暖房および地点熱供給のほか、都市ガス製造工場からの
販売量等を含む。グループ間融通を含む

備考：他ガス事業者向け供給を含む。グループ販売量を除く
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備考：東京ガス単体の都市ガス製造用
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環境負荷低減への取り組みにおいて、水の使用量
も重要と認識しており、水の使用量を把握し、有
効かつ効率的な利用を図っています。
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事業活動において発生する温室効果ガス（CO2、
CH4）の排出量について把握しています。さらに、
温暖効果ガスの発生起源であるエネルギー使用量
については温暖化対策ガイドラインを設定し、環
境負荷低減に努めています。2010 年度は ( 株 )
扇島パワーの営業運転開始により増加しました。

当社グループの販売する都市ガスにより、お客さ
ま先で日本全体の約 2%の CO2 が排出されてい
ます。この CO2 排出抑制を重要課題と考え、機
器効率の向上、コージェネレーションシステム普
及、都市ガスへの燃料転換推進に取り組んでいま
す。

大気への排出

換算係数等

東京ガスの都市ガス（13A）の代表組成より計算（15℃、ゲージ圧 2kPa）

温対法の省令に基づき公表される電気事業者別の値

温対法の省令に基づき公表された単位発熱量あたりの排出係数および 44/12 を乗じた数値
を用いて算定
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東京ガス浜松町本社ビルほか東京ガスのビル内に所在する連結対  
象の関係会社（東京エルエヌジータンカー ( 株 )、( 株 ) エネルギー
アドバンス、( 株 ) ニジオ、東京ガスパイプライン ( 株 ) 等）につ
いては、東京ガス ( 株 ) のデータに当該関係会社の全てあるいは一
部のデータを含む。
コージェネレーションを用いて電力販売を行っている地域冷暖房拠
点については、エネルギー使用量を温対法の換算係数を用いて熱製
造向けと発電向けに按分し、熱製造に用いたエネルギーなどのデー
タを「発電所」に計上。「事業所等」は、東京ガスの単体のエネル
ギー使用量のうち、都市ガス製造工場、地域冷暖房を除いた東京ガ
スの事業所等のデータ。「その他グループ」は地域冷暖房と発電所
を除いたグループ会社のデータ。
それぞれの事業活動によるエネルギー使用量原単位の増減を適切に
評価するために、都市ガス製造工場の活動に他社向け受託加工を含
めるなどしているため、他項に記載した諸データと異なる場合があ
る。
CH4（メタン）は排出量に温対法に定められた地球温暖化係数であ
る 21 を乗じ、CO2 排出量に換算した。
標準状態＜0℃、1 気圧＞における CO2 排出原単位は 2.29kg-CO2/
ｍ3N
 「地域冷暖房」、「東京ガスの事業所等」における使用電力量の原油
換算に関し、一般電気事業者からの購入分については、全て昼間電
力の係数を使用した。

※1 

※2

※3

※4

※5

※6

※４

0.375ほか
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環境保全ガイドラインへの取り組みを推進することで、全体の産業
廃棄物の再資源化率は高い水準を維持しています。

※1 「製造工場」は、都市ガスを含む製品を製造する事業所、地域冷暖房および発電所におけ
るデータ。「建設工事」は、グループ会社が元受として受注した建設工事におけるデータ。
「事業所等」は、「製造工場」および「建設工事」を除いたデータを記載。
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備考：一般廃棄物（紙ごみ含む）は 2009 年度より東京ガス都市部開発（株）のパークタワーにおけるテナント発生分を含む
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ガス管の埋設工事で発生する廃ガス管のリサイクルを推進することで毎年 100%再資源化を実現しています。ポリエチレン管は文具品の原材料として再資源化さ
れ、鋼管・鋳鉄管も 100%再資源化されています。

ガス導管の埋設工事で発生する掘削土等を削減するため、「小幅・浅層埋設工事」、
「非開削工事」での減量化、発生土埋め戻し、改良土・再生路盤材の利用拡大で掘
削土の 3R を推進しています。

備考：関係都市ガス会社を含み、掘削土及びアスファルトコンクリートを対象とする

お客さま先からの回収

2011年度
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環境パフォーマンスデータは、信頼
性を高めるため、KPMGあずさサス
テナビリティ株式会社（あずさ監査
法人グループ）による第三者保証を
受けています。

掘削土
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